
   

 

 

 

 

 

 

 

第 7 回池袋地区駐車場地域ルール運用委員会資料 
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Ⅰ.令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画（案） 

（１）地域の駐車・交通対策の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域貢献協力金によるまちづくりのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）これまでの地域の駐車・交通対策の実績 

（名称）共同荷さばき駐車施設の整備 

 （時期）令和３年度 

 （助成金額）９３２,６９０円 

 （助成対象項目）線引き工事費、スタンド購入費 

 （概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（名称）荷さばきルール運用協議会にて実施する啓発活動 

  （時期）令和３年度 

   （助成金額）９６,９３０円 

   （助成対象項目）啓発活動参加者への謝礼、参加者が着用するチョッキ代、配布物の印刷代 

  （時期）令和４年度 

   （助成金額）９６１,９００円 

   （助成対象項目）啓発活動参加者への謝礼、一般車両駐車抑制横断幕制作代、駐車状況調査費 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 池袋地区駐車場地域ルール運用マニュアルにおいて、運用協議会は、地区の特性に応じた駐車施

設の整備の促進及び適用地区における駐車施設の効率的な活用等のため、地域ルールの適用を受け

る事業者が負担する地域貢献協力金を原資として、「地域の駐車・交通対策」を実施するものとし

ている。 

○ 地域の駐車・交通対策の実施にあたっては、区と協議の上、年度毎の実施計画（案）を作成し、

運用委員会にこれを諮り、その承認をもって実施計画として策定するものとしている。 

 

工事完了 

活用イメージ（全体） 

普通車マス 3台分を 

荷さばきスペース 1台に活用 

工事完了 

啓発活動状況 横断幕製作（設置） 駐車状況調査 
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（３）令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画の検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画へ反映 

（４）令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画（案） 

１）枠組み 

※R5 年 9 月末時点の法人会計現金預金約 9,000 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施内容】①提案事業（ガイドラインの課題への対応） 

【実施予算額】450万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜令和４年度末までの検討経過＞ 

〇 駐車・交通対策実施計画の検討にあたっては、下記検討メニューの一覧表のとおり、「助成事業」

および「自主事業」に分類し、対策の必要性及び実施にかかる費用等から実現性を評価し、メニュ

ー毎に優先度を設定したものから年度ごとに選定した。 

 

＜池袋地区駐車・まちづくりマネジメントガイドラインによる提案事業の発足＞ 

〇 「西口地区」「東口地区」「東池袋地区」の各地区における交通・まちづくり課題を整理し、地区

全体での具体施策を取りまとめたものを「池袋地区駐車・まちづくりマネジメントガイドライン」と

して令和 5 年 3 月に策定した。 

〇 ガイドラインに基づく施策を「提案事業」と位置付け、審査は池袋地区駐車・まちづくり推進協議

会が行い、運用協議会宛てに通知されることとなる。従って、これまでの「助成事業」および「自主

事業」に、新たな「提案事業」を加えた 3 つの事業を地域貢献協力金の活用事業と定めた。 

〇 活用する年度予算額も 300 万円という一律資金から、直近の法人会計の現金預金の 10％と流動性

を持たせ、提案事業についてはその 50%以下とし、「助成事業」と「自主事業」を管轄する地域ルー

ル運用協議会に主体性を持たせることとした。 

〇 また、各事業の区分けとして、地域ルール運用協議会で行う「助成事業」および「自主事業」は、

「駐車場に関するもの」および「単年度事業」と限定し、「交通環境改善に資する事業」および「複

数年度事業」などについては「提案事業」と定めた。 

令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画 

 

 提案事業 自主事業 助成事業 

予算（50％） 

450 万円 

（但し「助成事業」については、 

上限 150 万円/件） 

予算（50%以下） 

450 万円 

予算（10％以下） 

900 万円 
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【実施内容】②助成事業 

【実施予算額】450 万円（③自主事業と併せて） 

 

A 共同荷さばき駐車施設活用促進助成（既存駐車施設） 

項目 内容 

助成内容 共同荷さばき駐車施設をより多く活用してもらうための対策に要する費用を助成する 

助成比率 実施に要する費用の 100％ 

助成対象 地域ルール適用地区内の既存駐車施設 

助成条件・上限額 別途要綱で定めるものとする 

 

B 共同荷さばき駐車施設整備助成（既存駐車施設） 

項目 内容 

助成内容 既存駐車施設の駐車マスを改変して、共同荷さばき駐車施設を整備するのに要する費

用及び関連設備費用の一部を助成する 

助成比率 実施に要する費用の 100％ 

助成対象 地域ルール適用地区内の既存駐車施設 

助成条件・上限額 別途要綱で定めるものとする 

 

C 集約駐車施設整備助成（既存駐車施設） 

項目 内容 

助成内容 既存駐車施設の駐車マスを改変して、集約駐車施設を整備するのに要する費用及び関

連設備費用の一部を助成する 

助成比率 改変に要する費用の 100％ 

助成対象 地域ルール適用地区内の既存駐車施設 

助成条件・上限額 別途要綱で定めるものとする 

 

D バリアフリー化への整備助成（既存駐車施設） 

項目 内容 

助成内容 既存駐車施設における移動制約者対応として、バリアフリー経路の整備、障害者用駐

車マスへの改変に要する費用を助成する 

助成比率 実施に要する費用の 100％ 

助成対象 地域ルール適用地区内の既存駐車施設（個人宅の既存駐車施設は除く） 

助成条件・上限額 別途要綱で定めるものとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施内容】③自主事業 

【実施予算額】450 万円（②助成事業と併せて） 

 

A 交通環境改善事業の実施 

項目 内容 

事業内容 運用協議会が主体となり、交通環境の改善や向上のために必要な物品の購入や交通安全

施設の設置などの交通安全対策及び利便性向上策を実施する 

実施場所 地域ルール適用範囲周辺 

実施要件 池袋地区駐車場地域ルール運用協議会理事会にて採択されたもの 

 

B 駐車交通課題解消に資する調査の実施 

項目 内容 

事業内容 運用協議会が主体となり、交通量調査、駐車場実態調査、路上駐車台数調査などの駐車

交通課題解消に資する調査を実施する 

実施場所 地域ルール適用範囲周辺 

実施要件 池袋地区駐車場地域ルール運用協議会理事会にて採択されたもの 

 

 

 

（※参考）提案事業の申請フローおよび駐車・交通対策実施計画の策定フロー 
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（５）令和６年度における提案事業について 

〇 令和５年９月11日に開催された「池袋地区駐車・まちづくりマネジメント推進協議会」にて審

査・採択された令和５年度事業は、以下2件となる。 

  【案件①】 

   事業名称    ：令和６年度 荷さばきルール啓発活動 

   助成金交付申請額：２,１７０,９４２ 円 

   申請事業者   ：南北区道周辺荷さばきルール運用協議会 

  【案件②】 

   事業名称    ：令和６年度 S-PARK加入促進 

   助成金交付申請額：１,２００,０００ 円 

   申請事業者   ：池袋地区駐車・まちづくりマネジメント推進協議会（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）提案事業について（事業概要まとめ） 

  別紙参照 

 

（７）令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画の状況について 

※R5年9月末時点の法人会計現金預金約9,000万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案事業に関する採択通知書 

（①令和６年度荷さばきルール啓発活動） 

提案事業に関する採択通知書 

（②令和６年度 S-PARK 加入促進） 

令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画 

 

 提案事業 自主事業 助成事業 

予算（50％） 

450 万円 

（但し「助成事業」については、 

上限 150 万円/件） 

予算（50%以下） 

450 万円 

推進協議会より 2 件 

①令和６年度 

  荷さばきルール啓発活動 

 （助成申請額） 

2,170,942 円 

 

②令和６年度 

  s-park 加入促進 

 （助成申請額） 

1,200,000 円 

 

計 3,370,942 円 

（残）1,129,058 円 

※R６年度の予算および案件候補について 

【予算】 

 西口再開発の申請および審査状況に伴い、地域貢献協力金

の前渡金約 1 億円（10％分）の収入が見込まれ、現状の現金

預金と併せて約 2 億円相当になっていることが見込まれる。 

 これに伴い、R5 年度末に再度、R6 年度予算 900 万円を

2,000 万円に増額改訂することも検討している。 

【自主事業】 

 当運用協議会の「一般社団法人化」について、具体な事務手

続きに移ることとなった際には、司法書士等に依頼すること

を想定している。 

【助成事業】 

 サンシャイン通りに完成した「申請案件 2 号」（60 ビル）

において、共同荷さばき駐車施設の運用の開始が予定されて

いる。「運用促進」の面から、当助成システムも視野に入れつ

つ、事業者と検討している。 

予算（10％以下） 

900 万円 


